	基本戦略
	施策
	主な事業とその成果

	基幹産業等の更なる競争力強化
	イノベーションと連携による競争力強化
	· 県内繊維企業と首都圏アパレル企業の連携強化
→成約金額３億２，３００万円、共同商品開発５７３点を達成
· 県内企業の新規受注先確保及び受注拡大のためのマッチングの場を提供
→商談件数４２８件（うち成約３３件　成約金６，９００万円）を達成
· 産業資源活用推進ファンド（３００億円）による地域資源活用支援
　　　→採択件数３６７件。支援終了１３７件中、加賀丸いも焼酎「のみよし」など１２５件
（９１％）の事業化に成功。
· 企業における省エネ・再生可能エネルギーの導入支援
　→地場産業振興センターにおけるBEMS等のモデル的導入、
　　企業の省エネをサポートするための省エネ診断やセミナーに、定員を超える企業の申込・参加
· 企業ドックによる中小企業の経営力強化支援
→Ｈ２２～２４年度で１，０２０社に対し、３，１９３回の外部専門家を派遣

	
	感性的価値創造の実現
	· 石川の魅力をデジタルアーカイブ化して発信
　　 →「全映協グランプリ２０１０」で経済産業大臣賞を受賞するなど高い評価
· 県内伝統産業事業者を対象に、商品企画力の養成及び消費財見本市への出展を支援
　→１２社出展し、売上額３８４万円を達成（平成２４年度）。
· いしかわ伝統工芸フェア開催による伝統工芸の首都圏販路開拓
　→Ｈ２４年度会期中３日間の販売・成約額：約２，５００万円、来場者数：約５８，０００人
　→首都圏百貨店、セレクトショップ等の主要バイヤーの来場が定着

	
	農商工連携の推進
	· 産業資源活用推進ファンドによる取り組み支援
　→Ｈ２０～２４年度で３２件に支援。支援が終了した１７件全てで事業化に成功。
· 地場農産物を活用した商品の開発、モニタリング評価、展示会出展による磨き上げ
　→Ｈ２２～２４年度で３９品目の商品開発に成功

	
	海外展開の拡大
	· 「輸出倍増モデル企業」の認定、取組内容の周知による海外展開の底上げ
　→認定各社が目標（３年間で輸出額を倍増させる）をクリアするベースで輸出増
· 本県の食材・地酒・伝統工芸品等の米国での発信、認知度向上
　→本県産品の売上・取扱商品数の増

	次世代産業の創造
	いしかわ型健康創造
産業の育成
	· 富山県と連携した、国際的競争力のあるライフサイエンス研究開発拠点の構築
　→Ｈ２４年度の特許出願数３１８（目標３００）、研究発表論文８４３件（同６５０件）
· 産業資源活用推進ファンドによる取り組み支援
　→Ｈ２０～２４年度で３９件に支援
· 次世代産業創造ファンドによる研究開発・実用化研究支援
　→免疫力を高める効果を持つ乳酸菌製品の完成など

	
	いしかわ型環境創造
産業の育成
	· 次世代産業創造ファンドによる研究開発・実用化研究支援
　　　→炭素繊維分野における国プロジェクトへの採択、
航空機分野における県内企業の国際認証取得など

	ニッチトップ企業の育成
	ニッチトップ企業の
育成
	· ニッチトップ企業予備軍への、オーダーメイド型の集中支援を実施
　→９件のニッチトップ企業を輩出
· 将来のニッチトップ企業を目指す、革新的ベンチャー企業の発掘と育成
　→革新的な技術を有し、創業を果たした２５件のベンチャー企業を輩出

	戦略的企業
誘致の推進
	戦略的企業誘致の
推進
	· 企業の設備新設等に対する助成の実施
→コマツ金沢工場、ＮＴＮ、日本ガイシ等の誘致

	産業人材の総合的育成・確保
	高度専門人材の育成
・確保
	· 産業人材サポートデスクを開設し、首都圏等から高度専門人材を誘致
　→事業開始（Ｈ１７）から３０４名を県内企業とマッチング
· 若手経営者、経営者候補を対象に討論形式の講座を開講し、次代の経営人材を育成
　→事業開始（Ｈ１７）から８８名の修了生を輩出

	
	技能人材の育成・確保
	· 熟練技能を学ぶ「モノづくり継承塾」の実施
　→事業開始（Ｈ１８）から１５９名の修了生を輩出

	
	若年人材の育成・確保
	· 県内企業と県内就職希望学生とのマッチングを図る就職フェアの開催
　→例年１６０社以上、１，５００人前後の学生が参加
· ジョブカフェ石川でのキャリア教育支援、若者就職支援、企業向け支援
　→キャリア教育ツール、若年者就職支援施設、企業の人材確保支援機関として定着
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